
２０２５年度（令和７年度）地域まちづくり推進事業報告書 

西学区(町・地区)まちづくり推進委員会 委員長 徳山 威雄 

  (問合せ先) ０８４－９２５－０４４２（西交流館） 

事業内容 

（１）健康づくり事業 

①三世代交流ニュースポーツ 

＊三世代グラウンドゴルフ大会（３月１日）＊ユニカール（各町内会へ貸出） 

＊スカットボール（各町内会へ貸出）＊モルック講習会（7月６日・各町内会へ貸出） 

＊ユニカール同好会（通年/月２回） 

②第４７回西学区ハイキング「新ポンプ場見学」（１１月５日） 

③健康寿命を引き上げるための事業 

＊健康づくりティータイム「発酵食品をつくってみよう」 

（１月１７日）＊ラジオ体操の普及（通年） 

（２）環境事業 

①環境整備活動 

   ＊全市一斉清掃（６月１日）＊西交流館清掃（３月２８日）＊いこいの広場［ばら園］整備 （通年） 

＊エコ活動/使用済み油などの回収（通年）＊エコ活動ガイドブック作成（3月各戸へ配布） 

②環境研修会「ごみについてもっと知ろう」福山ローズエネルギーセンター見学（８月２４日） 

（３）安心安全事業 

①安心安全なまちづくり 

   ＊児童の見守り活動（各町内会ボランティア→通年/ 

部会→１２月２３日/3月２５日） 

・通学路の安全マップづくり（通年） 

・危険個所にストップマークづけ（通年） 

   ＊学区行事の安全確保（8月 3日/盆踊り） 

＊登下校見守りボランティア交流会「知って安心！防犯教室」講座（９月２０日） 

  ②安心して暮らせるまちづくりのための事業「わがまち発表会」（８月２３日） 

（４）文化事業 

  ①第５０回西学区盆踊り大会（８月３日）②第４６回西学区新年互礼会（１月１日） 

（５）総務事業 

 ①まちづくりシアター「35年目のラブレター」（７月２６日） 

 ②人権に関する勉強会「平和について学び、考える」 

人権平和資料館見学（１１月１５日） 

 ③学区の歴史勉強会 

   ＊部会勉強会「西学区の知っとる検定にチャレンジ」（２月２４日） 

＊西学区の知っとる検定/西小学校６年生に問題集の配布（冬休み） 

＊福山築城隊「ペーパークラフトで城づくりの会」（通年/月１回） 

      健康づくりティータイムの様子       

🌹「ばら園」整備の様子🌹 



（６）情報事業 

  ①広報活動（ＨＰ/メール送信） 

   ＊システム開発更新（４月） 

＊メール・公式ＬＩＮＥ・オープンチャット登録（通年） 

＊各事業活動報告ＨＰ掲載（通年） 

＊各団体からのお知らせ・活動報告など（通年） 

 ②デジタルの推進・スキルアップ 

   ＊部会勉強会 ＊スマホ教室「生成AI運用超初級編セミナー」（７月３日） 

 ＊パソコンサークル（通年/週１回） 

（７）ふれあい事業 

  ①ふれあい事業「世界バラ会議関連事業」（５月１８日） 

 ②とんど祭り（１月１４日） 

 ③子ども委員会「敬老会対象者へメッセージカードプレゼント」（９月１５日） 

 ④－１いこいの広場整備 ＊ばら園（通年）＊ツリーハウス（通年）＊農園（通年） 

  ④－２芦田川グラウンドゴルフ場整備（通年） 

 ④－３子育て応援 

＊初めての絵本配布（通年/１７冊）＊おもちゃサロン参加（５回）＊ほ～っとカフェ（６回） 

（８）自主防災事業 

  ①自主防災活動事業  

＊役員会および研修会 

・総会（７月 2日）・佐波排水機場完成見学会（6月 2６日）・改訂ハザードマップ配布（２～３月） 

＊西学区防災訓練（１１月 2３日） ＊防災資機材の整備（１１月２２日） 

（９）コミュニティ育成事業 

①コミュニティ育成事業 

   ＊町内会独自の施策推進（通年） ＊各種研修会［ゴミ分別・自主防災ほか］（通年） 

＊LED防犯灯の取替補助（通年） 

（１０）広報事業 ①広報紙の発行/各行事のチラシ（通年） 

（１１）まちづくり推進委員会運営事業 ①まちづくり推進運営（通年） 

成 果各部会（健康づくり・環境・安全・文化・総務・情報ほか）はそれぞれの特徴を活かしながら、

地域課題解決のための目標を掲げた事業展開の継続ができるようになり、今後は事業内容を発展してい

く段階へ入ってきている。各部会でこれまでの経験を活かすことで、事業のマンネリ化を払拭し、新たな

取組へと発展することができるのではないかと思っている。 

課 題コロナ禍を経て、ＩＴの活用は、誰もが気軽に参加できる便利なツールであることが実証された

と思う。西学区まちづくり推進委員会でも『情報部会』の活動を発展させ、会議や講座、講演会へ参加で

きなかった人（子育て中のパパやママ、病気療養中の方、身体の不自由な方など）へ向けて内容を配信し

ていくことができたら、便利だと思う。また深刻な課題でもある、担い手不足の解決となるよう、忙しい

若い世代へ向けても情報発信ができ活動が身近で参加しやすいものになるのではないかと思う。 

課題解決にむけて時代の変化と共に、柔軟に対応できるよう学区全体で、様々なスキルアップをし

ていく必要がある。世代間での交流や意見交換ができる機会を設けることで、多くの方が参加しやすい

事業を計画実施できるよう工夫していく必要がある。YouTube 配信、ZOOM 、LINEオープンチャッ

ト、などを会議や事業に活用していけるよう、役員をはじめとした勉強会なども必要である。2025 年

度には「AI」についても研修し、様々な場面で少しずつ活用できるようになってきた。２０２６年度は 

「デジタルサイネージ（電子看板）」設置に向けて進めていく予定。 

📱生成 AI運用セミナーの様子📱 

🔥とんど祭りの様子🔥 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇環境事業◇【ごみについてもっと知ろう 

福山ローズエネルギーセンター見学】 


